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（資料１）

昭和３７年度事業報告駁告（37.41-38.3.31)．:ｊ

社団法人日本病院協会印
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社会保険船橋病院入会

諏訪赤十字病院長佐藤元一郎氏短期人悶トツク地方認定委員委嘱

財団法人山梨療養所短期人間ドック実施病院に指定

東京都立広尾病院長河上利勝氏ベルギー・ブラッセル市に於て開催

の世界病院学会出席及び欧米病院の管理研究視察のため出発

妊婦トーツク実施病院に次記病院を指定河北病院、済生会中央病院、

東京警察病院、聖路加国際病院、大船共済病院、新潟県立十日町病

院、大宮赤十字病院、富山赤十字病院、山田赤十字病院、諏訪赤十

字病院、長野赤十字病院、松江赤十字凋暁、足利赤十字病院、山口

県立中央病院、神戸被済会病院、大森赤十字病院

妊婦トーツク実施病院に次記病院を指定

函館市立函館病院、水戸赤十字病院､~仙台市立病院，仙台赤十字病

院、太田病院、名交病院、新潟県立中央病院、静岡赤十字病院､’沼

津市立病院、富山県立中央病院、静岡市立静岡病院、健康保険組合

連合会大阪中央病院、大阪府済生会中津病院、大阪警察病院、綜合

病院山口赤十字病院、済生会熊本病院、済生会船橋済生病院、名鉄

病院、済生会松坂病院、町立仁多病院、藤永病院、財団法人仁和会

八王子病院、国家公務員共済組合連合会九段坂病院､浜松赤十字病院

両毛地区公的病院連盟会長に小野康平氏就任

盛岡赤十字病院短欺人間ドック実施病院に指定

京都府病院長会長に蒲田小吉氏就任

東京都立広尾病院長ｗ河上利勝氏帰国
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妊婦ドック実施病院に次記病院を指定率“〕

小千谷綜合病院、福岡赤十字病院、旭川赤十字病院、小松島赤十字

病院、健康保険宮城第一病院
．。；． ,．Ｂ

岐阜県病院協会理事長に乾成美氏就任、．’か

妊婦ドック実施病院に次記病院を指定

田谷病院、大田原赤十字病院、国立大竹病院、伊那中央総合病院、

長崎県済生会病院、国立札幌病院

中江病院入会

布施市立布施市民病院、長野県須坂病院《｢社会保険船橋中央病院、

短期人間ドック実施病院に指定１ＭＡ

妊婦ドック実施病院に次記病院を指定

三原赤十字病院Ｕ社会保険中京病院、鳥取県済生会境港病院、富

士市立富士中央病院、長野県須坂病院、水戸済生会病院、新潟県

立加茂病院

財団法人今村病院入会～

古賀良彦氏を社会保険診療報酬支払基金理事に推薦

古賀良彦氏社:会保険診療報酬支払基金理事に就任

妊婦トーツク実施病院に次記病院を指定

牧田病院、済生会京都府病院Ｊ

西)11病院､》）仲田外科病院｡、加藤病院､､島田病院退会
「一

驚F瀞理事内藤比天夫氏アメリカ国シカゴ市に於て開催のアメリカ

病院協会総会並びにアメリカ及び便Ｍｌの病院管理、施設調査研究
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のため出発

平和記念病院入会～

飯山赤十字病院妊婦ドック実施病院に指尻目

妊婦ドック実施病院に次記病院を指定一・
・・％_

長岡赤十字病院、名古屋第一赤十字病院､松下電器健康保険組合病

院Ｐ

国立舞鶴病院短期人間ドック実施病院に指定

大森赤十字病院長下妻堅太郎氏Ｕ劃くN厚生病院水野精已氏、東京女
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子医大附属病院富永伊喜司氏、平ﾌﾄﾞﾛ記念病院山元善時氏欧米に於け

る病院管理並びに施設調査研究のため出発

妊婦ドック実施病院に次記病院を指定

盛岡赤十字病院、南陽病院、鹿児島市立病院

大森赤十字病院長下妻堅太郎氏、豊州厚生摘院水野精己氏、東京女

子医大附属病院富永伊喜司氏、平和記念病院山允善晴氏帰国

社会保険門司市民病院入会

臨床予防医学部会加盟

医療法人加納岩病院短期人間ドック実施病院に指定

愛媛県立三島病院妊婦ドック実施病院に指定

私立学校教職員組合被保険者の短期人間ドック実施につぎ健康保険

組合連合会と覚え書調印

財団法人太田綜合病院妊婦トーツク実施病院に指定

下関市立中央病院偏期人間ドック実施病院に指定

常務理事内藤此天夫氏帰国

社会保険池袋中央病院入会

国民健康保険大州病院退会

社会保険相模野病院入会

八戸赤十字病院妊婦ドック実施病院に指定

長崎市立市民病院、社会保険相模野病院、社会保険門司市民病院短

期人間ドック実施病院に指定

社会保険相模野病院妊婦ドック実施病院に指定

静岡厚生病院妊婦ドック実施病院に指定
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第２決議並びに陳情

１決議

６２３（土）社会保険医療費の緊急是正に関する事項
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社会保険医療費に関する事項

社会倒重医療費に関する事項

社会保険医療費に関する事項

社会保険医療費に関する事項

社会保険診療報酬請求事務簡素化に関する事項

社会保険診療報酬請求事務簡素化に関する事項

第３会

１総

議

会

(1)定期総会

Ｔ２０（金）
●

エ報告事項

東京都千代田区麹町１～４ 東条会館

（１）昭和３６年度事業謝告の件

Ⅲ承認事項

（１）昭和３６年度歳入歳出決算の件

Ⅲ議決事項

（１）昭和３７年度事業計画の件

①病院財政機構の改善に関する事項

⑰医業実態調査に関する事項

⑩医療従事者の給与調査に関する事項

⑩看護要員不足対策に関する事項

⑭病院の臨床予防医学活動に関する事項

⑩病院の診療、労務､施設等の管理運営

⑪第１２回日本病院学会開催に関する事

⑱広報出版活動に関する事項

（K）昭和３７年度歳入歳出予箆に関する劇負

病院の診療、労務、施設等の管理運営の改善向上に関する事頂

第１２回日本病院学会開催に関する事項

広報出版活動に関する事項

昭和３７年度歳入歳出予算に関する事頃

－４－



２代議員会

（１）定期代議員会

Ｔ２０（金）東京都千代田区麹町１～４

Ｉ報告事項

（１）昭和３６年度暮操報告の件

Ⅱ承認事項

東条会館

(エノ昭和３６年度歳入歳出決算の件

３理事会

(1)定期理事会‘

７２０（金）東京都千代田区麹町１～４

１報告事項

（１）昭和３６年度事業報告の件

Ⅱ承認事項

（１）昭和３６年度歳入歳出決算の件

東条会館

(2)定期理事会

６２３（±）東京都千代田区麹町１～４

Ｉ議事事項

（１）病院医療経済問題に関する事項

⑪病院争議の正当性の限界に関する事項

東条会館

４常務理事会

４１０（火） 病院会館～

①社会保険医療費に関する事項②

る事項⑤臨床予防医学に関する事項

する事項⑤病院学会に関する事項

る事項

公的病院の規正に関す

②本圃会運営に関

⑥看護制度に関す

５－



４２４（火） 病院会館

①本協会定款に関する事項②社会保険医療費に関する事

項③臨床予防医学に関する事項④入会病院承認に関

する事項⑤本協会代表者海外派遣に関する事項⑥看

護制度に関する事項

病院会館

①社会保険医療費に関する事項②臨床予防医学に関するえ…

事項③看護業務の研究に関する事項④短期人間ドッ

ク研究会に関する事項

病院会館

①総会開催に関する事項②社会保険医療費の是正に関す雁

ろ罰頁③甲表の平均薬価に騨する事項④短期人間ド

ック実施病院講習会に関する事項⑤短期人間ドック実施病

院認定に関する事項⑥病院実態調査に関する事項⑦

看護業務の研究に関する事項⑧本協会会報に関する事項

病院会館

①総会開催に関する葬項②理事会開催に関する事項

③地方病院協会長会、特定病院団体長会合同会議に虜する事項

④地域差撤廃に関する事項人⑤診療報酬請求事務に関する～

事項⑥妊婦トーツク実施に関する事項⑦病院学会に関‐、

する事項

病院会館

①総会開催に薦する事項②理事会並びに地方病院協会長、

特定病院団体長会の決定事項に関する事項③短期人間ドッ

クゼミナールに関する事項④患者調査依頼に輿する事項

⑤病院学会に関する事項

病院会館：ごﾐノ_

理事会、代議員｡会６総会に閏する事碩②臨床予防医学に関

する事項～⑧医療費改訂につぎ病院経済委員会の検討事項に

関する事項④病院学会に関する事窪１⑤医育機関病院
－６－

５８（火）

５２２（火）

６ (火）１２

(火）６ ２６

７１ｏ（火）
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)

管理学会に閏する事頂Ｃ看護業務分析に関する事項１，

⑦本協会入会病院に関する事項

病院会館
：.、

ＣＬノ理事会、代議員会、総会の決定琴F項に関する事項②社

会保険医療費引上げに閏する事項⑥地域差撤廃に輿する事

項Ｕ病院学会に関する事項⑤本協会入会病院に関す
る事項

病院会館

①医療従桑員の給与に関する事頃②基準看護に関する事

項③妊婦トーツクに関する事項④コレラ防疫対策に関．．：、Ｉ

する事項⑤アメリカ病院協会総会に本協会代表出席に関す

る事項

病院会館

①地域差撤廃に関する事項②社会保険診療報酬支払基金

理事に関する事項③臨床予防医学に関する事項

病院会館

①社会保険医療費に関する事頂②臨床予防医学に関する

事項③看護婦対策に関する事項④愛の血液運動協賛

に関する事項⑤薬品使用状況に関する事項

病院会館

①地方病院協会長、特定病院団体長懇談会開催に関する事項

②国家公務員のベアに伴う医療費引上げに関する事項③

病院勘定科目に関する事項④社会保険診療報酬請求事務簡

素化に関する事項⑮ノ病院管理視察研究に関する事項⑥

成人病基礎調査協力に閏する事項⑦欧米渡航者に関する事

項、病院管理懇談会に輿する事項

病院会館

①社会保険医療費引上げに関する事項ｅ）短期人間ドック

指導指針に関する事項③看護婦不足対策に関する事項

②病院労務対策に関する事項、医師需求調査に関する事項
－７－

Ｔ２４（火）

８１４（火）

８２８ （火）

（火）９ １１

(火）９ ２５

１０ ９（火）



①病院管理視察研究に関する事項

病院会館

①地域差撤廃に関する事項②基準療具に関する事項

③妊婦トーツクに関する事項④病院管理視察研究に関する

事項

病院会館

①社会保険医療費に関する事項②臨床予防医学に関する

事項③第２回病院管理視察研究に僕|する事項④算１

３回日本病院学会に関する事項

病院会館

①団体別、経営主体別医療機関の経営実態に関する事項②

第５回短期人間トーツク研究会開催地に§§す忍事項③短期人

間ドック実施指針中一部補正に関する事項④短期人間トーツ

ク実施病院指定に関する事項⑤藻１３回日本病院学会に関

する事項

病院会館

①社会保険医療費改訂の率に関する事項②社会保険医療

費引上げに関する要望書に関する事項③私立学校教職員共

済組合の短期人間ドック実施に関する事項④臨床予防医学

部会加盟に関する事項⑤入会々員に関する事褒｛

病院会館

①社会保険医療費引上げに関する要望書提出に関する事項

②短期人間ドック被検者の調査に関する事項

病院会館

①社会保険医療費に関する事項②本協会定款に関する事

項③医療制度に関する事項④病院診療管理部会に関

する事項⑤病院公衆衛生活動に関する事窪！⑥病院医

療費研究に関する事項⑦病院管理視察研究に関する事項

⑧国際病院活動に関する事項⑨出版事業に関する事項

病院会館

１０２３（火）

１１１３ （火）

(火）１１２７

(火）１２ １１

（火）１２ ２５

(火）１ ８

１２２（火）
～

－８－



①地域差撤廃に関する事項②病院勘定科目に関する事項

⑧定款中一部改正に閏する事項④臨床予防医学に関する

事項⑤会員入会に関する事項

病院会館

①初診料再診料に関する事項②妊娠中毒症に関する事項

③診療報酬請求事務に閏する事項Ⅱ含）臨床予防医学に関す

る事項⑨医療制度研究調査に関する事項⑥定款中一

部改正に閏する事項

病院会館

①定款中一部改正に関する事項．②理事会、代議員会、総

会開催に関する事項」③医療制度研究調査に関する事項

④臨床予防医学に関する事項⑤病院視察旅行に関する事

項

病院会館

①理事会、代議員会、総会開催に関する事項②定款中一

２１２ （火）

(火）３１２

（火）３２６

部改正に関する事項③医療制度研究調査に関する事項

地方病院協会長、特定病院団体長合同会議

６２３（±）東京都千代田区麹町１～４

１義題

（I）病院医療溌済問題に関する事項

仰病院争議の正当性の険界に関する事項

５

東条会館

９２８（金）東京都文京区揚島６～２９そのだ

エ議題

（１）地域差撤廃に関する事項

仰社会保険医療費改訂の時期と改訂率に関する事項

側病院勘定科目に関する事項

⑫社会保険診療報酬請求事務簡素化に関する事項

９－



⑰昭和３８年度日本病院学会開催に関する事項

社会保険診療報酬支払基金理事会（古賀良彦氏）

４３０（月）汁社会保険診療報酎1支払基金（１６０回）

①諸報告に閏する事項

５２８（月）社会保険診療報酬支払基金（１６１回）

６

①諸報告に関する事項

社会保険診療報酎|支払基金（１６２回）

①諸報告に関余る事項
二・．..;,.

②昭和３６年度社会保険診療報酬支払基金事業伏況報告書及び

財産目録に礫する議決に関する事項

社会保険診療報酬支払基金（１６３回）

①諸報告に関する事項いい

②政府の管掌する健康保険、日雇労働者健康保険、船員保険の

契約に関する議決事項に関する事項

神奈川県足柄下郡籍根町多ｶﾛ乃（１６４回）

①諾郭告に関する事項

社会保険診療朝酬支払基金（１６５回）

①理事長互選に関矛:患事項

社会保険診療報酬支払基金（１６６回）

①諸報告に関する事項

社会保険診療報酬支払基金（１６７回）

①諸報告に関する事項

社会保険診療報酬支払基金〔１６８回）

①諸報告に関する事項

②地方公務員共済組合法の施行に伴う保険者との契約に関する

議決に関する事頂～ハ

社会保険診療報酬支払基金（１６９回）

①諸報告に関する事項'ん)か曰

(月）２５６

(月）３０７

(月）８ ２０

(月）８ ２７

(月）９ ２４

(月）１０ ２９

(月）１１ ２１

(月）１２ １７

１０－ノ
ワ
ノ



社会保険診療報酬支払基金（１７０回）

①諸報告に関する事項

社会保険診療報酬支払基金（１７１回）

①諸翰告に関する事項

社会保険診療報酬支払基金（１７２回）

①諸報告に閏する事屡可

②議決事項

（〃事務費単価改訂に伴う保険者との契約

（２）昭和３７年度事務費歳入歳出補正予算

（３）昭和３８年度事務費歳入歳出予算

１２８（月）

２２５（月）

３２５（月）

事務費単価改訂に伴う保険者との契約の一部改訂

Ｔ病院診療管理部会 (世話人小野田参与）

本間外科病院東京都渋谷区神宮通１～１７

①単科病院の診療管理（３５回）

整肢療護園東京都板橋区根の上町２９７８

①肢体不自由児病院の診療管理（３６回）

晴和病院東京都新宿区弁天町７４

①神経科病院の診療管理（３７回）

河北病院東京都杉並区阿佐合４～９１６

①私立病院の診療管理（３８回）

聖路加国際病院東京都中央区明石町１４

①診療の監査（３９回）

荘病院東京j都板橋区板橋町１～２４１１

Ｑ）今陵の私的医療機関の経営方針（４０回）

虎の門病院東京都港区赤坂葵町２

①病院図書室（４１回）

曰本赤十字社中央血液銀行東京都渋谷区宮代町１

①輸血管理（４２回）

浜松市医師会中央病院静岡泉浜松市富塚町御前名

（火）４ １７

(火）５ １５

(火）６ １９

(火）１８９

(火）１０ ３０

（火）１１ ２０

（火）１２ １８

（火）２９I

静岡泉浜松市富塚町御前各３(土）ａ ２ ８６

－１１－



①浜松市医師会が運営するオーブ式病院（４３回）

聖路加国際病院東京都中央区明石町14

①レシデント（病棟医）制度（４４回）

３２８（木）

第４姿 負 会

１病院経済委員会（委員長神崎副会長）

(水）５ ２３ 病院会館

①病院医療費に関する事項

病院会館

①病院医療費に関する事項

②社会保険診療報酬請求事務簡素化に関する事項

病院会館

①病院の立場から社会保険診療報酬は何程引上げるべきか

②現行診療報酬点数表につ費特に是IF弁勢する不合理汀点

(±）９６

(金）７ ６

②現行診療報酬点数表につき特に是正を夢する不合理な`点に関

する事項

病院会館

①国家公務員給与改訂に伴う病院繰済対策に関する事項

②診療報酬請求事務儒素化に関する事項

③医師の需求調査に関する事頑

④、病院医業継済実態調査に関する事項

病院会艶

①国家公務員給与改訂に伴う病院経済対策に鱒する事頂

②病院勘定科目に関する事項

病院会館

①病院医療費に関する事項

病院会館

①病院医療費に関する事項

②病院勘定科白に関する事項

(火）8． ２１

(水）９ ５

(月）９ ２４

（火）１０ １６

－１２－



１１１７（土） 病院会館

①３７年度団体病院の推定決算額に関す

②）社会保険医療費に関する事項

病院会館

①社会保険医療費に関する事項

②病院勘定科目に関する事頂

⑥診療報酬請求事務簡素化に関する事項

病院会館

①病院勘定科目統一に関する事項

②診療報酬請求事務簡素化に関する事項

病院会館

①病院勘定科目に関する事項

②社会保険医療費に関する事項

7年度団体病院の推定決算額に関する事項

１１８（金）

２２０（水）

３２８（木）

２臨床予防医学委員会（委員長橋本会長）

（１）短期人間ﾄｰツクセミナール

６２（±）聖路加国際病院Ｈ東京都中央区明石町１４

Ⅱ肝機能検査ぞ二京大学医学部翻 亀田治呉

高橋賂Ⅱ

男氏

正氏

６２３（±）聖路加国際病院東京都中央区明石町１４

召千葉大学医学部講師
厚生技官

白壁彦夫氏

河野実氏

Ⅲ胃の機能検査
●ＣＧ.●■

ｗトゲ､’/検査

(2ノ短期人間トーツク講習会

９８（土）京都第二赤十字病院京都第二赤十字病院京都市上京区釜座通丸太町上ル春帯町３５５

①短期人間ドック総論

②検査法術式

１３－



③
④
．
⑤
⑤

判定とＦＯＬｎＯＷＵｒ

短期人間ドックの事務

短期人間ドックの看護

短期人間ドックの運営と実施成績

(3)短期人間ドック運営委員会

Ｔ１（日）病院会館

①人間ドック人口に対する標準体重表の改正

②判定基準の改正～

③成績表の新らしい集め方

２２２（金）病院会館

①単一ドック実施に関す乙事項

(4)妊婦トーツク運営委員会

４７（±）聖路加国際病院

①妊婦トーツク運営に関する事項

１１．２（金）病院会館上

Ｉ①妊婦トーツク実施成績に関する事項

(5)短期人間トーツク及び妊婦ドック中央認定委員会

４２５（水）病院会館

①短期人間ドック地方認定委員及び短期人間ドック実施病院に関

する事項

２５（金）病院会館

①妊婦ドック実施病院に関する事項：

２９（火）病院会館

①妊婦ドック実施病院に関する事碩

－１４－

５

５



（火） 病院会館

①短期人間ドック実施病院に閏する事項

病院会館

①妊婦トーツク実施病院に関する事項

病院会館

短期人間ドック実施病院に関する事項

病院会館

①妊婦ドック実施病院に関する事項

病院会館

①妊婦ドック実施病院に関する事項

病院会館

①短欺人間ドック実施病院に関する事項

病院会館

①妊婦ドック実施病院に関する事項

病院会館

①妊婦トーツク実施病院に関する事項

病院会館

①短期人間ドック及び妊婦トーツク実施病

病院会館

①妊婦ドック実施病院に儲する事項

１２６

(木）２１６

(土）I １４

（火）２８８

（火）１０ ９

(木）１３１２

（火）２５１２

（火）２２１

(金）１５２

短期人間ドック及び妊婦トーツク実施病院に関する事項

(火）３ １２

３病院制度委員会（委員長塩沢常務理事）

（１）看護部会（部会長村田常務理事）

５１５（火）日本看護協会東京都渋谷区穏田町１～４

①看護業務実施病院に関する事狽

５１９（土）日本看護協会

①看護業務実施病院に輿する事項

Ｔ８（日）日本看護協会

④看護蒙扮総合研究に閏する事狽

－１５－



１０６（±） 日本看護協会

①看護業務に関する事項

病院会館

①基準看護に関する事項

②看護婦の教育制度に関する事項

３２３（±）

広報委員会（委員長塩沢常務理事）

４２（月）病院会館

会報９１号編集

Ｉ論説

（刀医療金融公庫のワクと償還期限

Ⅱ中央通信

①医療制度調査会の審議緯過概要②

４

①医療制度調賢会の審議緯過概要②厚生省の病院分類実施で病院火災対

策を特に指導③甲表、乙表の採用状況④臨時医療報酬調査会法の審議

状況⑤妊婦トーツク極）⑥算１２回日本病院学会予告

Ⅲ書評

①慶大米山教授の看護の社会学的研究を紹介する（上）

遍海外資料

①アメリカにおける病院の現洲4）

５１（火）病院会館

会報９２号編集

Ｉ論説

（ｴ）医療報酬調査会設置法の流産をめぐって

Ⅱ中央通信

①臨時医療報酬誘査会法案の審議末了②社会保険庁の設置決定③

医療法改正案は継続審議④医療金融公庫の貸付決定⑤短期人間ドッ

クゼミナール⑥鐸３５回診療管理部会⑦看護業務の研究について

⑧自治体病院協議会結成⑨第１２回曰本病院学会予告

Ⅲ書評

１６－



①慶大米山教授の看護の社会学的研究を紹介する、

５１６（水）病院会館

会報９３号編集

Ｉ論説

療養費払い（ＣａＣｈｉｎｄｅｍｎｉｚｙ）論をめぐって

皿記事
●

①病院における争議行為の正当性の'11島界②肢体不自由児病院の診療管理

③看護婦制度についてのアンケート（静岡）④病院看護助手をいかに用

うるか⑤第１２回日本病院学会予告⑥日本結核療養所協会総会

⑦書評「治療食の約束食事菱と献立の手引

６２７（水）病院会館

会報９４号編集

Ｉ論説

（Ｉ）診療報酬の速かなる改訂を要望する

Ⅱ記事

（１）中央通信

①理津、地方病院協会長、特定病院団体長合同会議②病院等におけが‘

争議行為の正当性の限界について③日本病院学会の次回開催地④

露４回短期人間ドック研究会⑤妊婦検診指導を診療所にも

⑭地方通信

①東京病院学会

⑭特別記事

①斧１回短期人間ドックゼミナール記録「肝機能検査について」

Ｔ１３（金）病院会館

会報９５号編集

Ｉ論説

（１）社会保険診療報酬支払基金理事の推薦権をめぐって

Ⅱ中央通信

①西村厚相に医療費改訂を要望②支払基金理事の病院代表は古賀良彦氏

、に決定

－１７－



、展望台

①医療懇談会を簾什、医療問題の局面打開を望む

且地方通信

①全国公立病院連盟総会

Ｖ特報
．．７－／，》

①隼１２回日本病院学会総会写真集②岸１２回日本病院学会の記

９１０（月）病院会館
一一魚：侭・

会報９６号編i集

エ論説

（刀医療界の現状を承つめて

Ⅱ中央通信

①公的病院開設規制の医療法中一部改正②支払基金役員決定③“地方

病院協会長及び特定病院団体長懇静会④津２回病院管理視察研究会

Ⅲ特集

①津４回短期人間ドック研究会②短期人間ドック講習会③短期人間

トーツク及び妊婦トーツク実施病院一覧④短期人階ドック及び妊婦トーツク実施加

入健康保険組合
Ｉｆ

Ｅｉ地方通信
鱗

①東京病院学会②東京病院協会役凛i改選

Ｖ展望台

①憂うべき医療行政の混乱（毎日新闇）

１０１（月）病院会館

会報９７号編集

Ｉ論説

（工）看護婦は納税者が養成せよ

Ⅱ特報

①短期人間ドックの成績一②Ｉ~:病院等における争議行為の正当性の限界につ

いて」と題する労政、医務局長の連名通達を読んで

Ⅲ中央通衞信：－－
：）．．．．

①抗性物質の使用基準等の改正②Ｆﾄﾐ京病院学会をきく⑧私立病院の

ケ．

－]８－
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診療管理

１０２４(水）病院会館

会報９８号編集

Ｉ論説

（工）医療費問題解決のため西村厚相の決断を望む

Ⅲ中央通信

①３７年度から実施される医療監視について②病院経営管理指導要綱
皿リポート

①日本病院協会経済委員会便り

Ｌ研究貰料

①看護有資格者と看護助手の比率の研究②妊婦ドック実施病院追加

１２３（月）病院会館

会難９９号編集

Ｉ論説

（１）病院研究旅行の教えるもの

Ⅱ中央通信

①第２回病院管理視察研究会の記②簾１３回日本病院学会予告③

公的病院木造建物の保安度および延焼防火度調査について

Ⅲ地方通信

①日赤病院長連盟総会に於ける病院経営の考え方に関する講演要旨

1５（±）病院会館

会報１００号編集

エ橋本会長の新年のことば

Ⅱ特別課題
：．

①国立病院論
＋・

ｍＬ中央通信

①昭和３５年度における公的病院の縫営実態②昭和３５年度における

公的病院の鮭営実態についての解説③医療費の地域差撤廃の内定④

第１３回日本病院学会予告⑤病院診療管.理部会の「診療監査」

２５（火）病院会館

－１９－
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会報１０１号編集

エ論説

（１）日本病院協会の医療費問題に対する態度

（､）厚生当局への進言

Ｉ特別課題

①済生会病院論

Ⅲ央医通信

①輸血管理②薬価基準の一部改正

Ｌｌ地方便り

①東京病院学会を聞く

Ｖ資料

①医業歯科医業に関する広告の制限

Ｗ海外便り

Ⅶ展望台

Ｗ，①医療費を算定するルールを確立せよ

Ⅶ斧:１３回日本病院学会予告

3５（火）病院会館

会報１０２号編集

Ｉ論説

（１）当面した医療費問題

Ⅱ特別課題

（工）結核療養所論

皿中央通信

①看護婦不足対策について林参議院議貴力看護婦不足対策について林参議院議員が当局を追求 ②病院診療管理部

会（オーブン制病院浜松市医師会中央病院見学記）③病院緑化連動④

舞１３回日本病院学会⑥短期人間ドック、妊婦ドック実施病院の指定及び

加入組合追加⑥ｽﾞﾋﾋ会保険診療報酬請求事務簡素化に関する要望書え

皿展望台

（１）圧力に屈する政治

Ｖ海外通信

－２０－‐



(1)第１３回国際病院会議

第５日本病院学会

１第
７

１ 〉１２回日本病院学会会長柴山重信氏

１８（水）

(1)専門集会

Ｉ病院建築設備病院管理研究所

①病院建築の動きと今後の問題

座長吉武泰水氏東京大学教授

Ⅱ病院公衆衛生活動病院管理研究所

①病院内汚染防止の問題

座長永沢滋氏日本大学医学部学長

Ⅲ着護聖路加国際病院

①病院看護婦の行うべき看護業務

座長金子光氏東京大学助教授

亘診療聖路加国際病院

①中央検査室

座長小野田敏郎氏日本病院協会参与、

ｖ絵食虎の門病院

①病院給食チームの構成とそ乱ぞれの職種の活動分野

座長原素行氏病院管理研究所講師

Ⅵ病院事務虎の門病院

①病院における給与体系のあり方と実感

座長百石臨信吾氏虎の門病院事務長

､－

Lｄ

東京警察病院医長

●-戸一一℃
■

（即日本病院学会総会

７１９（木）東京都千代田区平何町２～６

I一般演説

都市センター

－２１－



①府県別病院数の年次変動について②医師の分布と医療機関の分布に関

する実態分析についての研究③病床利用率について④在院に関する

研究⑤長期療養施設の入院期間⑥病院外来の来院間隔⑦疾病

のｍｎもｒｏｐｙ⑤都内総合病院の診療圏（２）診療センターについて

⑩グループブラクテイスについて⑪オーブンツステム病院の調査報告

⑫大学、綜合、単科、各病院の勤務医について⑬転換期にある開業医の

あり方特に私立病院の反省についてへ⑭岩手県立病院の会議制度の統計的観

察⑭病院診療業務の自己評価⑯病院における麻酔科のあり方⑰

病院の夜間勤務の業務内容について⑯アメリカにおける重症医療（工ｎ℃ｅ－

ｎｅｉｖｅＣａｒｅ）の管理組織について⑬看護サービスに関する研究一

入院サービスに対する患者の意見についての考察⑳外科病棟の恢復室の管

理について＠Ｊ虎の門内科外来における患者のとりさばき方式について

⑳看護員必要数算定についての－考察⑳結核療養所にｵﾓﾙﾅろ看護業務の

実態調査について⑳卒業後の看護婦の院内教育⑳進学コース看護教

育内容の統計的研擁

Ⅱ特別朝告

①国際病院会議に出席して

Ⅲ専門集会報告

（工）着護

①病院看護婦の行なうべき看譲業務

二ハネルディスカッション

①病院と救急対策

７２０（金）東京都千代田区平何町２～６都市センター

エ一般演説

⑳病院の性格とその公衆衛生活動⑳群馬県の農村における病院の公衆衛

生活動について ②（補）アンケートより見た長期及び短期ﾄーツク②

公立刈田病院における公衆衛生活動露２報⑳蔵王山塵僻地学童における栄

養調査について⑪クレゾールのブドウ球菌殺菌濃度と常用溶液の比色定量

について轡小児科の色彩調節の経験轡手術室の空気読節の実態につ

－２２－



いて⑭透視手術可能整形手術室新設罰について⑳精神病院におけ

る病棟建築の－試設⑳厨房設備の建築プラン化に関する研究⑰外

科手術後食の食餌管理、’野菜及び芋類の廃棄率調査について趣，病

院給食桑務の合珊とについて一考察一パートタイム制の採用⑳患者の

生活からみた病室の分け方、組象合せ方一統、病院における人間関係に

に関する研究④，勤務医師の給与手当に関する－考案⑬病院給与計

算業務の機械化鰹■病院における収入支出及び労務費について、開

院後３年間における退職者の実態について⑯病院における医療材料

､１公立刈田病院における購入在庫管理について、虎の門病院で実施し

院陵３年間における退職者の実態について⑳病院における医療材輯

④１公立刈田病院における購入在庫管理について、虎の門病院で実

た備品管理の１方式について④診療報酬請求事務の簡素化について

Ⅱ専門集会報告

（１）公衆衛生

①病院内汚染防止の問題

０１）診療

①中央検査室

側建築

①病院建築の動きと今後の問題

⑨給食

①病院給食チームの構成とそれぞれの職種の活動分野

(V）事務

①病院における給与体系のあり方と実体

曰本病院学会評議員会

５２６（±）東京警察病院東京都千代田区富士見町２～３

Ｉ議事弓事項

（１）象’２回日本病院学会専門集会に関する事項

②第’２回日本病院学会総会に関する事項

ＴＩ８（水）都市センター東京都千代田区平河町２～６

閻工議事事項

｡）第’２回日本病院学会総会に関する事項

－２３－
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極）第１１回日本病院学会計理に関する事項

倒葬１３回日本病院学会開催地に関する事項一

脚日本病院学会々則中一部改正案に関する事項

（v）日本病院学会評議員会評議員追加選任に関する事襲ｌ

内藤比天夫氏、成内願三郎氏、額田素氏・前田信雄氏、伊藤誠氏、桜井省吾

氏を選任

２１（水）虎の門病院東京都港区葵町２

１議事事項

（工）算１３回日本病院学会準備に関する事項

(X）日本病院学会評議員会評議員追加選任に関する事頂

奥田義正氏を選任

●

。□■■一

｜■。□●○一

第６ 第４回短期人間ドック研究会（司会小野田参与）

９９（日）京都象二赤十字病院一京都市上京区釜座通丸太町上〃春帯町3５５

１積題

①短期人間ドックに於ける尿濃縮テストの実施成績②短期人間トーツクに於

ける臨床検査成績と胃カメラ像の関係（副題冑カメラの診断価値に関する検討）

③偏期人間ドックに於けるｏｂｅＢｉＷとＯｂｅｙｗｅｉｇｈ七の関係証④短

期人間ドックの肝機能⑤肝機能異常の頻度⑥全国５５病院・６０００

例の短期人間ドック成績の統言Ｉ的観察⑦短期人間ドックに於ける血清トラン

スアミナーゼの測定について⑧トーツク成績より見た体質に関する研究⑨

聖路加国際病院に於ける短期人間トーツクの経験⑩短期人間ドックの歪ｏｕｗ

ｕｐについて⑪短期人間ドック受診者の死亡例の検討⑫アンケートに

よる短期入間トーツクの受診陵の発病状況⑬トーツク管理上考えさせられる２，

３の問題

第７第２回病院管理視察研究会

１京都市内

=－２４－



１１８（木）

Ｉ国立京都病院

Ⅲ京都府立医科大学附属病院

皿京都第二赤十字病院救急分院

ｚ大阪市内

１１９（金〕

Ｉ大阪府済生会中津病院

Ⅱ住友病院

Ⅲ大阪赤十字病院

3い神戸市内

１１１０（±）

I川崎病院

Ⅱ神戸市立中央市民病院

京都市伏見区深草向畑町官有地

京都市上京区河原町広小路梶井町４６５

京都市中京区御地通高倉西入る高宮町

大阪市北区芝田村町３８～５

大阪市北区中の島５～１５

大阪市天王寺区筆ケ崎町５０

神戸市兵庫区東山町３～２

神戸市生田区加納町１～５

神戸市東灘区住吉町鳴子ケ原１～１８４９Ⅲ甲南病院

算８報道機関会見

１日刊新閏

４５（木）

５１１（金）

６８（金）

Ｔ１３（金）

８３（金）

１２２１（金）

厚生省第一記者クラブ

厚生省第一記者クラブ

厚生省簾一記者クラブ

厚生省第一記者クラブ

厚生省津一記者クラブ

厚生省第一記者クラブ

医事関係栽道機関

４５（木）

５１１（金）

６８（金）

Ｔ１３（金）

２

厚生省第二記者クラブ

厚生省第二記者クラブ

厚生省第二記者クラブ

厚生省第二記者クラブ

－２５－



８３ （金）～厚生省第二記者クラブ

（金），,ｊ厚生省第二記者クラブ

（金）～厚生省第二記者クラブ
学ＹｉＪ.･

(金）厚生省自蔵二記者クラブ

(金）厚生省津二記者クラブ

９
０
２
２

１
１

７
５
１
８

２

瞳
弓

Ｉ：

Ｉ。

口凸も

■
忠
兎

』

－２６－



；

昭和ろう年度歳入歳出決算書

(昭和５７．４．１～同５８．５．５１）

歳入総額ス０４８，９１０円

歳出総額ス０４８，９１０円

歳入の部

社団法人日本病院協会

４

６Ｒ１９も

百Ｉ６Ｚ､６９W］

可Ｉ．９６．０９W］

可Ｉ１０，２冊

邪令菅625.0001ｴ１，職業紹介牛鐵

菖F科拍,布｢代１－０５９７１２１エ]1.5”１-四

のｲＨＩ１（Ｚ？６７１上

艮令々報１２回分広筈

藻越余286.564円(預貯金255,644円税金2.720

Ｈ供盲上<諺500000隈Ｉ)Ｕ Ｐｑｂ６ＺＵ【

諄斗Ｆ１B-BuOFLｴlのｲ反尾含冴年用

央罎誕額Z50.1Ｍ倍雑収入48200円に振垣

PｌＯ４８９１０Ｚ２４４２８８

歳出の部

頚｜比鵠△
款項巴

９

織員４人（内１名職弓葵紹ﾌﾟ１号震務に従裏）及び編

回)､時間外手当Aにび通璽

刀円、社会保険科８．７８５怪邑職〒当漏

Hf員及び職員の旅費、都内覆逓

年ｆｎ４ 馴聞雑誌購読科、法栽

｜科目｜ニプ壷’二=盛吉 |比較’ {幸軍

1.会贄

１本年度会費

2過年度会費

前年度会費

前々年度以前会費

円

４，０５６，７４５

２０８４４，８６０

１．２１１.８８５

１．２１１．８８５

０

5．８６２，４４ 畳
４，５６０．４００

１，５０２，０４５

１．２０父０５０

９５，０１５

△・

１．８０５，７０
竺△

召

１０７１０．５４０

△９０．５６５

2，８５５

ご△，５，０１５

収入率６豆１％

同62.6％

同 ９５．０％

同１００．２％

同０％

2寄付金

1寄付金

ろ雑収入

1雑収入

雑収入

広告料

4繰越金

1前年度繰越金

2仮受金

歳入合計

０

０

２，７６２，００１

２，７６２，００１

１．９５５,５０１

８０８，７００

Ｚ５０Ｊ６４

２５０．１６４

(５６，２００）

Z０４８，，１０

１
１

Ｍ１ＯＯｐ０００

１ｏ１００ＤＯＯＯ

５００００００

６００００００

２８１．８４２

２８１，８４２

￣

ス２４４，２８８

１
１

△
△

１，６６２，００１

１．６６２，００１

１．４５５０５０１

２０８，７００

△５１．６７８

△５１．６７８

￣

△１１５，５７８

ドック部会費625,000円，職業紹介手数料
101,522円，刊行資科頒布代1,0591712円
払下代，利子その他１６ス267円

本会々報１２回分広告褐さい科

，

繰越金286.564円(預貯金255,644円現金2.720

円、供託金５０，０円)のところ、この内56,200
円の仮受を年度間に正当受入科目会費８，０００円、

雑収入48,200円に振替に主b差引決算額250.1“円

款項目

霜 目

款項目
歳出額 予算額 印） 摘要

1.墓

1職

務費
臣

貝 給与

俸給

諾手当

2厚生費

5旅費交通費

4物品費

備品費

消耗品賛

5役務費

円

4，２５６，５９１

2，１４４，６５８

１．５００．０００

６４４，６５８

２１．２８５

１１ス７２２

１５２，２７０

２１．２５０

１５１．０２０

1，８００．６７６

Ｐ

４，５５１．６００

２，１２６，４００

Ｍ６８，８００

６５z６００

１２Z２００

２４０，０００

５００，０００

６０．０００

２４０，０００

1．５５８．０００

円

剣１５，００，

１８，２５８

５１．２００

△１２，９６２

△１０５，９１５

△１２２，２７８

△１４ス７５０

△５８，７５０

△10al80

２４２，６７６

職員４人（内１名職業紹介業務に従裏）及び編
集裏務従裏者１名分
基本給与

期末手当（２回)､時間外手当及び通勤手当

退職手当積立12,500円､社会保険料8,785円

役員及び職員の旅費、都内交通費

ガスストース小包秤、力 ￣ ﾄﾞ箱

新聞雑誌購読)isｋ法規差替料を含ｉＥＦ



`6ｧ|震贄雲霧壌纏露防医学及び広報，
票のＢｆ畷今菫譲習網ＩｌＵ

買料整備費 ２６６２１ｑ三鑑、政月苛刊行資料等の醇訂ｕこび翻計

４隊ク ソ６－２‘

ﾖ際病院連盟曹 ，６５年今奎曹出ＳＭＨ ＄Ⅲ

HＵ

I-IIU

[ｕ△刊

言報己；君

会宰Ｒ９０号Ⅵ００号黒

会報９０号～９Ｗ誰(h方発沃完リソノＩソ、畳Z。

[△ヨi輯鶏 ｣Ｉ】【Ｉ

１口１日。。雷B票卑Z掌

EE高（銀行預令428186円掘４４－１６１１５門E巧く’、白木､可】

６１１肝令乃.680円現今８．噸５１上

云疋５周りモ冒七毎 ].０１月Ⅱ′主り゛‐。′l其己令

７０４８９１０蔵：出雀 ４４２８８匹１９５．５７日

上記について監査したところ相違ないことを認坊

昭和５８年４月２０日 監婁

監事

左す。

失

神

②
⑳城太郎

友彦

田
尾

科目

款項目
歳出額 予算額 比較

（減△印） 摘要

印刷製本費

通信運搬費

光熱及び水科

借料及び損科

雑役務贄

円

７４５，２５５

２７Ｍ５２

５２１４４

６６０．０００

８４，８６５

円

２４０．０００

５００．０００

７２，０００

６８４，０００

２６２，０００

円

５０５，２５５

△２６，５６８

△５２，８５６

△２４，０００

△１７ス１５５

臨時刊行資料印刷による増加

郵券､電信電話荷造運搬､乗車回数券購入等

電気、瓦獅水道の料金

裏務所借上料月55,000円（5Ｚ５～5ａ２）

清掃ｶﾞＢｋ手数料$謝礼金､都民税､食糧費､そのｲｾﾞ雑費

2会議費

1総会

2役．員会

5諾会議

２２６，２１６

６２１５０

５８，１５０

１１８，９９６

４２０００００

７０．０００

１５０．０００

２００．０００

△195,ア０４

△ ８５０

△１１１．８５０

△８１．００４

１回(会場借上稗速記料､茶菓､中食代等）

理墓会、代議員会5回(同上)､常務理墓会２４回

団体長役員合同会議２回（同上）

5.皇業推進費

1委員会贄

2調査研究費

5資料整備費

4渉外費

国際病院連盟費

地方協力費

病院緑化運動
協力費

５４８，１５０

１７ス５５５

１９R４００

８父６６２

８１．７５５

８１．７５５

０

０

８９８，０００

２５０．０００

２００．０００

７０．０００

５７８，０００

１２０，０００

２２８，０００

５０．０００

△５４２８５０

△ ７２，６６７

△ ６００

１Ｒ６６２

△２１６，２４５

△ ５８，２５５

△２２８，０００

△５０．０００

病院制度･病院経済・臨時予防医学及び広報の
各委員会、診療管理部会等

短期ドワク等の研究会講習経費等を含む

年鑑､政府刊行資料等の購入及び翻訳料

１１６５年会費呈８１及び為替料(ロントツ送金）

4広報費

1会報発行費

編集印刷費

発送諸贄

2広報雑實

２
２
７
５
０

１
１
８
２
０

７
７
２
４
０

ａ
ａ
１
ｚ
ｑ

４
２
５
９
２

４
Ａ
１
２

●
０
■

■
■
■
０
■
で
■
０
■
日
日
。

１，４９０．０００

１，４４０.０００

１．２００．０００

２４０．０００

５０．０００

△４６，２８８

△１６，２８８

△６８，７１５

５２，４２５

△５０．０００

会報９０号-可００号発行費

会報９０号~９１号地方発送分

報道クラブ費等

5学会

１日本病

費

院学会費

５０．０００

５０．０００

５０．０００

５０．０００

0

０ 第１２回日本病院学会へ

6矛備費

1子備費

０

０

５４，６８８

５４，６８８

△５４，６８８

△５４，６８８

Z繰，繰金

1翌年度繰越金

2法務局供託金

歳出合計

５４４，１６１

５１４Ｊ６１

５０．０００

Z０４８，９１０ Z２４４，２８８

５４４，１６１

５１４`１６１

５０．０００

△１９５，５７８

５８．５．５１現在高（銀行預金428186円振替

貯金乃,680円現金8,噸5円）

前年度主D繰越供託金
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（資料３）

昭和３８年度事業計画書（案）

社団法人日本病院協会

日本病院協会設立の目的は、いうまでもなく病院のはたらきをよくしていくこ

とにある。昭和３８年度はこの目的のために広い視野に立って地道な仕事を進め

ていきたい。
●沓

病院の経済危機を如何に打開するかは、昭和３８年度の才１の課題である。

診療報酬が国民所得の上昇。物価の変動に対応して、毎年適正に改正されるこ

とは極めて当然のことであって、適正な診療報酬を決定するためのルールの確立

は、われわれの斉しく待望するところであるにもかかわらず、臨時医療報酬調査

会法案は成立するところとならず、それに関連して中央社会保険医療協議会の開

催もその目途がたたない。従って、すでに予算措置されている地域差撤廃すらそ

の実現が危ぶまれ､一方病院の経済的逼迫は日増に深刻度を加えている｡

昨年末病院医療費値上げに関する具体的要求を厚生省並びに関係団体に提示し、

その実現を要望したのである。病院経営を合理化し、適正医療費を算出するには、

病院経営内容の検討が必要で、そのためには病院の勘定科目の統一が必須条件で

ある。近く病院経済委員会において、勘定科目に関する結論を得る筈であるので、

将来は全国的規模の病院医療経済調査の速かを実施が可能となる見込承である。

医療制度。保険医療に対する基本方針を明らかにすることが本年度の才２の課

題である。

過日医療制度調査会の答申が発表されたが、大方の批判のように必ずしも公正．

を意見の承ではなく、また問題視されている課題の核心をついた解決策は示して

いない。保険制度によって歪められ、紛糾と混迷に明けくれている日本の医療を

あるべき姿にするためには、本協会が日本の医療のあるべき姿を如何に考え、如

し‐￣

ご〆

箏

〆?￣

Ｐ

￣



何なる方向に進まうとしているかを明確にする必要性を痛感する。目下本協会に

医療制度委員会を設けて検討を開始している。

才３の課題は日本病院協会の強化である。

政治が圧力によって歪められるよう左現況では、病院協会の強化なしには正し

い主張もその実現が困難である。

これがため定款を改正して、趣旨に賛同する個有の病院の入会を容易にし、会

員の増加をはかるとともに、協会の事業を一層拡充しなければならない。前年度

に引き続き臨床予防活動を推進、診療管理に関する諸問題の研究討議・病院研究

旅行等を実施するとともに、本年度は特に会報を充実し、新たに出版事業を開始

し一層の前進を期する次才である。

以上の事項を実現するために次の事業を計画する。

几

項事業計画各

病院経済危機突破運動

定款の改正

医療制度に関する研究

医療保険の合理化に関する事項

病院経済実態調査適正病院医療費の設定

病院の管理運営の改善向上に関する事項

診療管理

病院建築

各種専門委員会の設置

研究旅行

臨床予防に関する事項

新たに主婦健康相談をとりあげる

病院学会に関する事項

広報・渉外に関する事項

出版事業の強化

１
２
３
４

5．

6．

●
●

爪
８
９

似 !．



白丁

(資料４.）
昭和３８年度歳入歳出予算（案）

（３８．４．１～３９．３．３１）

歳入１３７２９００５円

歳出13,729J005円 社団法人 日本病院協会歳入の部

\＝

頚円ｌ（減△印）門

ZＯＩｎＢｔ

会霊基避圓額及び病床薮
｡■巨忠 【1５ 【１４［

ＤＢＣ ）』

DＯＯＯＣ､LＯＣ

【1００（ ＤＯＯＵ(」

ヨＯＯＯＯ［【11」上ｔｌＨＢ【」lＸ

]LＯＯＣ 会報ての地

会報その他刊石MW切掲載匹【舌疹]LＯＯＯＩ６００００Ｃ

４５２２

４５２２

２８１８４２

２８１８４２且Ⅱ＝

０ ■ろ１，４已弓

歳出の部

雫度矛算額
Ⅱ］

頚ｌＬＩｌ（減八印】Ｐｌ

0ＺＯ

言動現員４二窩分【内１名I土騒壜震紹介秦務に従曇
Ⅱ４００１／、ＤＯｌ】戯員綿

諒含の１０粥３６０００ＩＬ４６８ＢＯＯＩ△８２８０Ｃ

５００１▲２Ｚ６００１期末手当、時間外手当（１０９６尾 功手当（月羅可最高７５０円､LＯＯＣ

び＿会隙紐員ＤＣ

ＤＯＩ役員及び職員の旅費ｂ父通屡ＩｌＩｌＩ】 ＵＬ

【Ｍ】０ ４００００Ｚ４ＵＯＵＬ

４００００１幕葛耐［1０[）（ｌＵＯ［

100４（lＵＵＵ

ＮｉＩｌＩｌ支一羽

臨准用の印HBI1膏及４００Ｃ４００００

凹数宝晨等）Ｉ郵便料、電信電話料、荷造運搬費ＤＯＯＯＣ

寅定器使用網）001△ＺｚＯＯＵｌ窪【１００〔

OL000円、その他使用韻Ｊ１墨j努旧国Ｉ６８４０００１６８４０００

]税、謝礼金等の雑攪１０００１傭_'三實金、冒者手翻21】［zfE矛4￥ＫＵ

g０００Ｃ

１０００１総会、代議員会、理事会、常務理事会及び関係位1体台向会議の会場

lＵ

、他会場雑償

ｎＬＯＯＯＩ孚卜委員今堂乙

ＤＯＯＯＯｌ言周可野及びlDf究諸費

ｍＯＯＯｌ瞥料用図暑勇睡誌類の購入費、統計、翻訳、複写等の臼牙碆イ原

[】ｋｂｔｊ

△２００００１年会費

へ７８３０(」油プ与厭］ｈナＪ管

ユ０００１病院緑化琿動BHI刀費てり性

）４５０００ｌ１４９０００Ｃ

ﾖ本病院協会灸報毎月１５日１回発行賢DＯＯＯＯＯｌＬ４４ｑＯＯＣ函黒エＺＥテ臼躍

重発行寅0E’千'’千テ管

ｌＯＵＤＯＬＯＯＣ

司円厚筆会札紡

､LＯＯＣ

ｎｏと

４Ｕ

ＩＤ出ｉ醗盈霧

蓋f=f■三曰’

妻

歳入科目
款項目

３８年度予算額
円

前年度
（３７）
予算額円

前年度予算に
対する比較
（減△印）円

Ｌ会費

1本年度会費

2過年度会費

５９９２６４０

５０８０５６０

９１２０８０

５８６２４４５

４５６ｑ４００

１３０２０４５

１３０１９５

５２ｑｌ６０

△３８９９６５

２寄付金

1寄付会

１
１

１
１

３雑収入

１雑収入

２出版収入

刊行物代

広告料

Ｍ５ｑＯＯＯ

４２ｑＯＯＯ

7IＯ３００００

ａ２２ｑＯＯＯ

ａ８１ｑＯＯＯ

1１０００００

５０ｑＯＯＯ

６０００００

６０００００

６３５００００

△８００００

６４３ｑＯＯＯ

ａ２２Ｑｏｏｏ

ａ２１ｑＯＯＯ

４繰越金

１繰越金

歳入総額

２８６３６４

２８６１３６４

uａ７２９００５

２８１８４２

２８１８４２

7１２４４２８８

４５２２

４５２２

６４８４７１７

歳出科目
款項目

３８年度予算額
円

前年度
（３７）

予算額円

前年度予算額に
対する比較
（減△印）円

Ｌ事務費

１職員給写

俸給

諾手当

2厚生費

3旅費交通費

４物品費

備品賛

消耗品費

５役、務責

印刷製本費

通信運搬費

光熱水料

借料損科

雑役経鏡費

４５９９２００

２０１６０００

１３８６０００

６３００００

l２Ｚ２００

３６００００

４４００００

２００LＯＯＯ

２４００００

』;:Ｌ５占餡L隅
２４００００

３０ｑＯＯＯ

５０LＯＯＯ

６８４０００

３８２０００

４３５１６００

２１２６L４００

Ｍ６８ＢＯＯ

６５７１６００

１２７１２００

２４００００

３０００００

６００００

２４ｑＯＯＯ

１５５８０００

２４００００

３００LＯＯＯ

７２０００

６８４０００

２６２０００

讃
△

２４Ｚ６００

１１ｑ４００

△８２８００

△２Ｚ６００

△

0

120000

１４００００

１４００００

0

0

△２２０００

０

１２ｑＯＯＯ

２会議費

１総会

２役員会

３藷会議

５０００００

１０００００

２０ｑＯＯＯ

２０ｑＯＯＯ

420000

70000

１５００００

２０００００

８００００

30000

５００００

0

３事業推進費

1委員会費

２調査研究費

3資料整備費

４渉外費

国際病院連盟費

地方協力費

渉外雑賛

Ｌ１０９７００

４０００００

３０００００

１０００００

３０９７００

１０００００

１４９７００

６００００

８９８０００

２５００００

２０００００

７００００

３７８０００

１２００００

２２８０００

３００００

１１７００

50000

１０００００

３００００

△６８３００

△２００００

△７８３００

３００００

４広報費

１会報発行費

２資料刊行費

３広報雑賢

zＯ４５０００

ａＯＯＯＯＯＯ

１９４丘000

１０００００

1490000

1.44ｑＯ()0

５ｑＯＯＯ

5I５５５ＬＯＯＯ

ａ５６ＣＬＯＯＯ

Ｌ９４５０００

５ＱＯＯＯ

５学会費

１日本病院学会費

１０００００

１０ｑｏｏｏ

５００００

５ｑＯＯＯ

５ＱＯＯＯ

50000

６予備費

1予備費

３７５１０５

３７５１０５

３４６８８

３４６８８

３４０４１７

３４０４１７

歳出総額 １３７２９００５ Ｚ２４４２８８ ６４８４７１７



(資料４） 昭和５７年度歳入歳出予算案

(５ス４．１～５８５．５１）社団法人日本病院協会歳入の部
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歳入科目

富t項目

５７】

､円

前年嵐５６）
予算額

円

前年度個壮ろ

比較増減③円
説明

１会費

１本年度会費

２ 過年度会費

前年度会費

『ii々年翻蘋iI会費

５，８６２．４４５

４，５６ＭＯＯ

１，５０２，０４５

１，２ｐＲＯ５０

９．０１５

６，１２６，７８７

４，０５０，１００

２，０９６,６８７

１，６１１００４０

４８５，６４７

△２６４，５４２

５５０，５００

△７９４，６４２

△４０２００１，

△５９２，６５２

会費基準額４，０００円及､５Ｎｶﾛiii｡§i年魔こ同じ

56年度予算青t上４．０５０，１００円の５０９.日当Hｉｉ

55年度2）態翻告0醜368額１，８６０．５０８の5％相当額

2．寄付金

１審付金

１
１

１
１

０
０

5．雑収入

１雑収入

雑収入

広告料

１，１００，０００

１，１００，DOD

５０ｑＯＯＯ

６００，０００

８７６，０００

８７６，０００

２７６０００

‐６００bＯＯＯ

０
０
０
０

０
０
０

０
０
０

９
０
９

４
４
４

２
２
２

２
２
２

職灘ﾖﾌﾞl斜､各ﾄﾞｯｸ手数料等Ｌ

毎号会鰯識旗騨2広告料

事菊V讃消頒ip料､繍i金ｽﾞ軋仔等

4．繰越金

１繰越金

２８１，８４２

２８１，８４２

２６５，４５５

２６５，４５５

１６，４０７

１６，４０７
５５年度3A騨額を骨t上Fす｡但画賓立津川稔(職員退職手当引当
５万円)を含tｒ

i生冷1こ よる】螺i日燗嚇､恩ﾓ金

歳入総額 ス２４４，２８８ ｽ２６ａ２２５ △２５b９５５

歳 出科目

款項目

本年度（５７）

予算額円

(５６）

円
説明

1．事務費

１職員給与

俸給

藷手当

２厚生贄

３旅費交通費

４物品費

備品費

消耗品費

５役務費

印１，製本費

通信運搬費

光熱及び水料

借料及び損料

雑役務費

４，３５１，６００

２．１２６４００

１，４６ａ８００

６５Ｚ６００

１２ス２，０

２４０，０００

５００，００，

６０６０００

２４０bＯＯＯ

１，５５ａＯＯＯ

２４０，０００

５００，０００

７２０００

６８４，０００

２６２J000

４，５９１．６２８

１，９６４，４１０

１，５４R６４０

６１４，７７０

１１９１２１８

４００，０００

５５０，０００

５１０，０，０

２４０６０００

１，５５ａｏｏｏ

２４０，０００

５０ｑＯＯＯ

７２，０００

６８４，０００

２６２．０００

△２４０，０２８

１６１，９９０

１１ヌ１６０

４２，８５０

スワ８２

△１６ｑＯＯＯ

△ ２５０，０００
－●=勺－０－

△２５ｑＯＯＯ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

葛鞠認a員522分(内1忽蟻紹介業務に6M事）

基本給与

期末手当､淵餅1手当等､､爵F手当

翼縞､鐸麺藤手当目閏金及び健鬮昂M剣ﾋﾞキ

役員及､職儂輔矯

一般､霊bのﾀ蝋付Bg圏！;入獄物晶修胤駿を含む

剖倒瀞も畠弧､l包力;圃澗i鶴繍翻劇法規議掬を含む

会蟻蕊繍M野料O則ﾖｺﾞ鯲級zﾊﾟｸｲﾌﾟ料もf含む

郵圃5ｋ電信電認料､徹冑屡團電車･バス厄1鰭P等

電罰し。U熊水道料(樹t認使用料亀f含tf）

､－｡←

専務ﾜﾃ借回5斗月５５，００，円､そ0吋U鍍月韻料

傭｣賃金儲F霧謂bW9掃梯鮒(国､､食綴鍵広曽料､瓠弼Ｌ町内会費等の雑費

2．会議賢

１総会

２役負会

３藷会議

４２０，０００

７ｑｏｏｏ

１５０，０００

２００，０００

４２０，０００

７０，０００

２６０，０００

，oｈＯＯＯ

０

０

△１１０，０００

１１ＱＯＯＤ

5．事業推進費

１委員会費

２調査研究費

５資料整備費

４渉外費

国際病院連盟費

地方協力費

）靜瀞化運動MH力費

８９ａＯＯＯ

２５０，０００

２００bＯＯＯ

706000

５７ａｏｏｏ

１２０，０００

２２８０００

５０，０００

８９０６０００

５５０，０００

１００，０００

７０，０００

５７０，０００

１２０，０００

２００，０００

５０，ＯｏＯ

ａＯＯＯ

△１００，０００

1００，０００

０

ａＤｏｏ

０

２ａｏｏｏ

△２０，０００

霧露霧議豊奪柵6委鴎 広報委員会､鯛宋祁ti哀学委員会6そ0吋H護賓会及び各委覺会

ﾘ蒲&実肖｡CD鱸ｈ調1畳8F焼膳諸費

資料用の図欝鱸繍籟入費､鰯W健 複票料等

当年度分舎費予鋼；i４５６万円の5％額

病亮禄(髄繼ｷ掬鰯i会蕊#課5年度

4．広報費

１会報発行費

編集印刷費

発送諸費

２広報雑費

１，４９０，０００

１，４４０，０００

１,２００，０００

２４０，ｐＯＯ

５０，０００

１，５１０，０００

１，２６ｑＯＯＯ

１
, １２ｑＯＯＤ

１４０，０００

５０，０００

０
０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０

９
９
０
９

０
０
０
０

８
８
８
０

１
１

１

EH鯖続協会々報毎月

繍寝費汲ロモ｢刷費

封毘地ﾛＩ茂送料等

輔６首ｸﾗﾌﾞ費等

１５日１画割弓卜

5．学会費

１日本病院学会費

５０，０００

５０，０００

５０，０００

５００００

２０，０００

２０００００ 第１２回日本猿涜l憧会(東京）

ａＯ９５

ａＯ９５

歳出総額



(資料５）昭和ろう年度事業計画（案）

社団法人日本病院協会

薙和ろ６年は、病院にとっては多事の年であって、就中、

病院争議の発生、医療費問題の紛糾等のため、騒然たるふ

ん囲気の中に終始した霞がある。

適正左診療幸}(鯛を策定するためのルールの確立は砥当面す

る皆様砿下における病院運営のため、極めて喫緊のことで

あるが、ひ為かえって、現行病院財政機構の不合理の克服、

また頗る重要事に属し、設備投資、看護婦養成等を、たんに患者収入

碇依存することの云いよう、わが国の病院の健全な発展の

ため、今後、澆蒙､f古い勢力冷艤注しなければならない。

看護婦の不足は、世界各国に共通した現象であ！）、特に

わが国に方'ｎては、近年益々深亥{|にたりつつあるのである

が、本年蟻においては、本問題の打開のため、政府並びに

澪係鼠休との連繋の＃）とに具体的な方策を打ち出して行か

なければなら左い。

昨年度においては、前圧度に引き続き、臨床予防医学活

動を活発＃て推進させるとともに、病院診療管理に関する諸

問題の研究討議、病院研究旅行等を実施し、病院機能の向

上をめざして、会員の研修を重ねて来たのであるが、本会

本来の使命に鑑み、本年度は、更に一層、如上の諸事業を

力強く推進する要がある。
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これを要するに昭和ろう年度においては、前年度継続

業の発展を計るはもとより、病院の財政経済の難点打開、

看護制度の改善、看護婦の充足、臨床予防医学活動の推進

及び病院管理の改善向上に重点を指向し、これに必;要左調

査研究を実施するとともに、関係制度等の改正につとめ、

これら諸事業の達成のため万全をつくすこととする。

計画項目

病院財政機構の改善に関する事項

医業実体調査に関する事項

医療従事者の給与調査に関する事項

看護要員不`足対策に関する事項

病院の臨床予防医学活動に関する事項

病院の診療、労務、施設等の管理運営の改善向上に

関する事項

オ十二回曰本病院学会開催に関する事項

広報出版活動に関する事項

事業
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